
15 　　 広報かつやま12月号 №781

　未納・未加入・免除期間がある60歳を過ぎた方
でも、「60歳以上65歳未満」の5年間、国民年金の
保険料を納めることで、老齢基礎年金額を増やす
ことができます。

●任意加入は次の条件を全て満たす方
①国内に住所がある60歳以上65歳未満
②老齢基礎年金の繰上げ支給を受けていない方
③ 20歳以上60歳未満までに保険料の納付月数が
480月（40年）未満の方

●加入できる期間
　60歳の誕生日の前日から65歳の誕生月の前月末
まで（加入日は申出日）
※納付方法は口座振替が原則です

問市民・環境・税務課　☎88－8102　　福井年金事務所　☎0776－23－4518

年金加入記録などの確認は
　　「ねんきんネット」

国民年金加入の国民年金加入の
手続きをお忘れなく！手続きをお忘れなく！

任意加入制度を任意加入制度を
　　ご存知ですか？　　ご存知ですか？

年
金

対象者
20歳～
59歳

対象者
60歳～
64歳

　国内にお住まいの20歳以上60歳未満の方は、国
民年金（基礎年金）に加入する義務があります。
●いつ国民年金に加入するの？
①仕事をやめたとき
②配偶者の扶養から外れたとき
③20歳になったとき（厚生年金加入者を除く）
　※ 今年10月より年金加入手続きは不要となりま

したが、学生納付特例を申請する方は手続き
が必要です

　※ 20歳の誕生日から概ね２週間以内に日本年金
機構より「国民年金加入のお知らせ」が本人
に届きます

●国民年金は３パターンで暮らしを支援
①「老齢基礎年金」は老後の生活を支援
② 「障害基礎年金」は病気やケガで障害を負った
方の生活を支援

③ 「遺族基礎年金」は加入者が亡くなったときに
子のある妻または子の生活を支援
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　勝山高校美術部の鈴木春奈さんの作品を用いて制
作したポスター。市内の公共施設などに約170枚が
掲示されます

イラスト　福井県立勝山高等学校美術部

歩行者ファースト
～勝山　横断歩道 で ストップ運動～

車両は、横断歩道を渡ろうとする歩行者がいる場合、一時停止の義務が
あります。（道路交通法第38条）

勝山高校美術部の皆さん
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パパへ
　わたしが失敗して泣いて
いる時、「また次がある」そ
の言葉で立ち直ることがで
きたよ 朋香より
(鹿谷小5年　山王 朋香)

弟へ
　いつも、ぼくのことたよ
りにしてくれてありがとう。
ずっとお兄ちゃんだからね。

はるとより
(成器南小3年　中田 悠仁)

おかあさんへ
　いつもねるとき、そばに
いて、絵本を読んでくれて
ありがとう。私も弟に読み
ます。 あいみより
(三室小2年　山下 愛未)

お母さんへ
　イライラしてキツく言っ
ちゃった時にダメって言っ
てくれてありがとう。気を
つけるね みらいより
(勝山南部中1年  小西 美来)

おじいちゃんへ
　負けずぎらいなぼくと、
こりずに、将棋を指してく
れてありがとう。またしよ
うね。 いつきより
(成器南小6年 川﨑 一樹)

じいちゃんへ
　自転車を出しやすいよう
に、シャッターをいつも朝
早くから上げてくれてあり
がとう 蒼空より
(勝山北部中3年  清水 蒼空)

親友のきーちゃんへ
　1人でいたら声をかけて
くれてよりそってくれる。
少しはずかしいけどありが
とう。 さとより
(勝山南部中1年  柳橋 沙音)

友へ
　けんかしたとき本音で話
してくれてありがとう。ご
めんなさいもありがとうも
大切だね 友より
(勝山南部中2年  松山 心琴)

おかあさんへ
　 か えって きたときに
ぎゅっとしてくれてありがと
う。ちょっとあついけどうれ
しいよ。 けいじろうより
(荒土小1年　平泉 圭二朗)

おかあさんへ
　おふろとごはんの時間が、
楽しみなんだよ。それは、
わたしのお話を聞いてくれ
るから つぐみより
(三室小4年　齋藤 つぐみ)


